
Bi2−正方格子を持つ新規層状酸化物超伝導体 Y2O2Bi 
New layered oxide superconductor Y2O2Bi with Bi2− square net 
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Bi正方格子を持つ層状化合物では、金属絶縁体転移[1]や異方的なディラック電子の存在[2]が報

告されており、これらの物質群は新奇物性探索の場として非常に魅力的である。我々は、異常な

還元状態にあるBi2−が正方格子を形成している層状酸化物Y2O2Biのエピタキシャル薄膜を初めて

作製し、大きなスピン軌道相互作用をもつ二次元性の磁気伝導を報告した[3,4]。今回、酸素量を

調整した Y2O2Bi多結晶試料において、Bi正方格子由来の超伝導発現を観測したので報告する。 

グローブボックス中で Bi、Y、Y2O3の粉末を Y2OxBi1.5 (1.1 ≦ x ≦ 2.0)の組成比で混合、ペレッ

ト化し、石英管中に真空封管して試料を焼成した。X線回折から、微量の Y2O3を不純物として含

むものの、試料の主相は先行研究と同じThCr2Si2型の結晶構造を持つY2O2Bi相であった（Fig. 1(a)）。

Fig. 1(b),(c)に磁化率と電気抵抗率の温度依存性を示す。x ≧ 1.5の試料で、Tc = 2 Kのバルク超伝

導転移に相当する大きな体積分率を示すマイスナー効果とゼロ抵抗が観測された。講演では結晶

構造や超伝導性の酸素量依存性について、詳細に議論する。 
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Fig. 1 Properties of polycrystalline Y2O2Bi sample. (a) Powder XRD pattern, (b) temperature 

dependence of magnetic susceptibility, and (c) temperature dependence of electric resistivity.  
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